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Q1 御社は人材育成の一環として、全社横断
のプロジェクト活動を遂行されているそうで
すが、その活動についてお伺いさせてくだ
さい。 

 
今はテーマのピックアップやメンバーの選出は、
あえて私1人で行っています。なぜなら、そのプ

ロジェクトでの貢献具合が人事評価につながる
ので、なるべく偏りのないテーマを選びたいとい
う理由と、もう一つは「戦略を考えるために社員
に議論してもらいたい」テーマを選び、「交わっ
た方がより業務にプラスになるチーム」になるよ
う人物の選出をすることで、社員が「今、自社に
必要なことは何か？」、「自分が何を求められて
いるのか」を考える良いきっかけになると考えて
いるからです。 
 

各プロジェクトチームとは、定期的に報告会を
開いて現在の進捗を聞き、行き詰った時や軌道
修正が必要な時にはアドバイスを行う時間を取
り、その時間を通じてより社員の意見に耳を傾
けるようにしています。 
 

Q4 今回外部の研修会社を選ぶ際に気を 
つけたことや、こだわった点はありますか？ 

株式会社トヨタレンタリース栃木 
代表取締役専務 新井将能氏（当時） 

このプロジェクト活動は簡単に言ってしまえば「現
在会社が抱えている課題を社員が自ら考える」た
めの活動です。全社戦略や経営計画をベースに、
四半期毎にいくつかのテーマをピックアップして、
そのテーマ毎に部門横断で4名～5名のプロジェク

トチームを組みます。その後、そのテーマについ
てチームでディスカッションや研究を重ねてもらい、
課題の発見から課題を解決するためにはどうした
らいいかを考えてもらうという取り組みです。 
 

活動が始まったのは、私が自社の戦略や計画を
考える際に、社員の率直な意見を聞きたかった、
というのがきっかけでした。でも、ただ意見を聞く
のではなく、何かいい方法がないかと考えた時、
自分が過去に勤務していた中日新聞の広告局で
の取り組みを思い出しました。それは1年に1回、

広告局長から「夕刊を売るためにはどうしたらいい
か？」等の、現在自社が抱えている課題やテーマ
を与えられ、それについて社内の様々な人と議論
して考えるという取り組みなのですが、その時の
経験が今でも非常に役に立っています。 
 
今まで弊社には、社員同士 
で「議論する」場があまり 
なかったので、そういった 
場を作り、社員自ら他部署 
の人たちと意見をぶつけ 
あい、自分の会社の課題 

や将来について真剣に考える機会を持つことで、
普段から会社の課題について「議論する」習慣を
身につけてもらえればと思い、このプロジェクトの
方式を採用しました。 

Q3 今回、プロジェクトのテーマの一つ「人材 
育成」において、弊社の「ビジネス論理思
考」研修を採用いただきましたが、なぜ研
修を実施することにしたのですか？ 

そもそもは「人材育成」がテーマ、というよりは
「評価制度の見直し」をテーマに設定していまし
た。「何を目標に、自分はどうなりたいのか」と
いったビジョンがあいまいな社員が多かったの
で、「こう頑張れば店長になれる」等のステップ
アップの道のりを人事システムとして明確にした
かったのです。 
 

その道のりの中で、この等級の人にはこういう
スキルが必要になるから、では会社がそのスキ
ル習得のために支援する研修を行いましょう、
という仕組みを作るべきだと考えたのです。今ま
で弊社には、いわゆる集合研修というシステム
が少なく、新人の研修からその後のスキルアッ
プに関しても、個人、またはOJTで働きながら自
己流で学ぶという環境しかありませんでした。 

なので、プロジェクトチームに参加するために、
議論の際に必要となる「物事の組み立て方の
方法」や「共通言語の習得」、「土台作り」のた
めに、ロジカルシンキングの研修を実施しよ
うと考えたのです。 
 
今回あえて外部の研修 
会社にお願いして研修 
を実施しようと思ったの 
には、単純に、必要な 
ことを教えられるスキル 
のある人間が社内に 

いなかったというのと、やはり内製で、自己流
で研修を続けていると「世間の標準」が分か
らなくなるからという理由があったからです。 
 

また、社員にしてみたら、同じ話でも社内の
人間にされるのと、外部講師にしてもらうのと
では、素直に聞ける度合いが違うし、新鮮味
もあり、緊張感が保てますからね。 

まず、そもそも栃木県内に適当な研修会社が
見当たらなかったので、候補の会社を探すの
に苦労しました。いざ候補が見つかった後も、
一般的に研修を生業にしている研修会社の
プログラムは、確かによく考えられたいい内
容で成果が出そうではあったけど、そのため
には研修を受ける時点で、ある程度の土台
や知識がないと無理だろうなと思う内容のも
のが多かったのです。 
 

弊社は研修そのものをやることが初めてだし、
社員の知識レベルも分からないので、参加者
の知識レベルを把握して、それに見合った最
も成果のでる研修を考えてくれる会社、つま
り「どこまでオーダーメイドでやってくれる会社
なのか？」を一番重視しました。でも、一般的
には、カスタマイズしてもらえばしてもらうほ
ど、標準の研修価格からどんどんマークアッ
プされてしまい、驚くような価格になっていく
のですよね。その点、シンスターさんは良心
的だったので、最終的に決まったのかもしれ
ません（笑）。 

Q2 プロジェクトのメンバーやテーマはどのよう
に決めているのですか？ 
 
テーマは、「店舗の開発計画」や「法人営業の提案
力を強化」と言った実際のビジネスに直結するもの
から、「人事評価制度の見直し」や「CSR戦略」など
全社的なテーマまで多岐に渡ります。 

人事評価制度の中の一つに、この全社横断
プロジェクトへの貢献度合いも含まれている
のですが、プロジェクトの中で議論をしていて
も、ディスカッションにならず、雑談の延長に
なってしまうことがよく見受けられました。 

 
社員自らが会社の将来を考えて議論するために必要な共通言語を習得させたい。 
若き経営者が、社員のミーティングの場を雑談の延長から「議論の場」にする 
ために選んだシンスターの「ビジネス論理思考（ロジカルシンキング）研修」。 
 
論理的思考のためのツールを学ぶだけに留まらせず、あえて外部講師を招き、 
論理思考を学ぶことで、社員に何を気づき、何を得てもらいたかったのか？ 
新井専務が企画したプロジェクトの概要から、研修の効果までをインタビュー 
形式でお伺いしました。 
 



株式会社オープンストリーム様 
優秀な技術者がビジネスマインドを持った時こそが 
最強のエンジニアになる 
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Q5 今回の研修から、社員の方にどのような事 
を学んでもらいたいと期待をしていますか？ 
 
 

相手の納得を得て、協調してもらうためのコミュニケーション手法 
「ビジネス論理思考（ロジカルシンキング）研修」  

 
【狙い】論理思考ツールの習得に加え、ビジネスで使うポイントや落とし穴を理解した上で 
「論理的に考える力」と相手のレベルや立場を考慮して「論理的に伝える力」双方を養う。 

 
 

1回の研修だけでは、自分の仕事でどう活かすか

までは腹落ちはしていないかもしれません。でも、
すぐに仕事に論理思考を活かすことはできなくて
も、自身の仕事やプロジェクトにおいて「論理思
考」や「ロジカルシンキング」を使うってどういうこ
とだろう？と考えるきっかけを得てくれていればと
思います。後は、「外部の研修ってこんなに面白
いんだ！」という気づきを得てくれればうれしいで
すね。 
 

今回研修の中で、社員が作った提案書も講師の
方に見ていただくようにお願いしました。自分が
作っているモノ、やっていることを直されるのが一
番勉強になるし、普段なかなか聞くことができな
い外部の視点からの率直な指摘を受け、指導を
してもらうことで、沢山の気づきを得て欲しかった
のです。また等級が上の社員には、「あ、こういう
ことをポイントにレビューをしなくてはいけないの
か」という、部下を指導する際のポイントを理解し
てもらえていたらうれしいですね。今まで社内で
は、あまり自ら積極的に何かを学ぶ環境がカル
チャーとしてなかったですし、物理的にも周りに学
べるような環境がありませんでした。なので、今回
の研修をきっかけに、狭い組織の中だけでなく、
もっと外に目を向けて積極的に自ら学ぶ姿勢を身
につけて欲しいし、そういう風土をぜひ根付かせ
たいですね。 

Q6 研修を企画された管理部の皆様にお伺 
いします。今回の研修はいかがでしたか？ 
 
 御社の無料セミナーに参加したのですが、研修
全体の企画運営や効果測定など、参考になる
情報を得ることができ、専門性の高さを実感し
ました。 
 
また、実際にプログラムの 
内容を決める際には、当社 

に合わせた、社員にとって効果的な内容になる
ように、普段社員が感じている問題点や課題を
事前にお伝えしました。その結果、プログラム
の内容を変更したり、研修当日に社員が感じて
いる問題点に触れていただいたりと、より実態
に合わせた内容になり、満足しています。 
 

受講後アンケートでは、研修を通じて「自分自
身の問題点」に気づくことができた社員もいまし
た。社員が論理思考に対して共通の認識を持
ち、ツールの使い方を学んだことで、日常のコ
ミュニケーションや打合せで活用できるベース
ができたと実感しています。また論理思考を学
ぶことで、お客様の目線を意識するようになり、
サービスの質の向上に繋げることができると感
じています。 

また、今回の研修は、｢ツールの使い方を学
ぶ｣だけではなく、そもそも「ロジカルシンキン
グの目的は何なのか、何の為にロジカルシン
キングを使う必要があるのか」といった点を 

意識させる内容であったので、非常に良かっ
たと感じています。研修を通じて、「論理思考」
の目的は、相手のロジック、つまり聞き手は何
を知りたいのかを正確に理解し、自分のロジッ
クを分かりやすく相手に伝えることであること、
つまりロジカルシンキングとは「相手を納得さ
せ、相手と協調するための思考方法」であり、
言わばコミュニケーションのツールである、と
いう事を学び取りました。上司への報告、部下
への指示・アドバイス、取引先・お客様との会
話など、あらゆる社内外の意志伝達の場面で
活用できると思います。 

 
（2010年10月） 

 
 

■株式会社トヨタレンタリース栃木 ■  
〒321-0103 栃木県宇都宮市東宿郷３－１－１ 

中央宇都宮ビル３Ｆ 
 TEL/028-610-1400（代表） 
http://www.r-tochigi.com/ 

株式会社トヨタレンタリース栃木は、カーリース・ 
レンタカーを通じて企業の経営の合理化・業務 

効率化に貢献するサービス業です。クルマを持た
ずに｢利用する価値｣を提供し、お客さまの役に立
つ付加価値の高いサービスを貫くことが私たちの
信念です。豊富な知識を持ったプロの自負はあっ
ても、サービスの価値を決めるのはお客さまである
ことを忘れず、お客さま一人ひとりと真摯に向き合
い、共に考える姿勢を大切にしたいと考えています。 

◆特徴１：【知識とテクニックの習得で終わらない、ビジネスでの活用をゴールとした論理思考力の養成】 

自分の論理にだけこだわるのではなく、伝える相手の立場、状況、感情も組み込んだ上で、論理思考を活用する力を養います。 

◆特徴２：【「ロジカルかどうかは他人（ヒト）が決める」：相手の納得を得るための伝える力を養成】 
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Step1：整理・構造化する考え方を理解する 
思い込み/思いつきで終わらず、情報を整理・構造化する為の
考え方・基本ツールを理解・習得する 

Step3：コミュニケーションシーンでの活用手法を理解する 
具体的な仕事のシーンを題材に、相手の納得を得るためのロ
ジカルな物事の伝え方のポイントを学ぶ 

論理思考ツールの実
践ポイントを 
理解する 

論理思考の基本 
を理解する 

●相手の関心事 

論理思考 

順番・求めているレベル感 

●相手の知識量 必要十分な資料、前提条件 

●相手の性格 結論は先か後か 

●論理の組み立て 

●因果関係 

●MECE 

相手への配慮 

両立して 
初めて「伝わる」 

・
・
・
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・
・
・
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・
・
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Step2：ビジネスでの実践ポイントを理解する 
論理思考ツールをビジネスのどの場面でどのように使うべきか、
具体的な活用シーンをもとに理解する 

【お問合せ先】：株式会社シンスター TEL: 03-5728-4305/Mail : info@shinstar.co.jp  


